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本研究では，秋の奈良公園観光データに基づき，奈良公園周辺施設における訪問行動特性をアクセス交通手段別に

考察した．まず，奈良公園の来訪者へのアンケート調査の結果を集計し，各交通手段の利用率と奈良公園周辺観光施

設への訪問割合をまとめた．また，奈良公園周辺への来訪者がよく訪問する施設をグルーピングし，利用交通手段に

よって奈良観光の出発点が異なることから交通手段ごとの各施設グループへの訪問特性をまとめた． その結果，自

家用車利用者の訪問施設数が鉄道利用者に比べて少ない傾向にあることが明らかとなった．また，訪問特性分析結果

を踏まえて観光地活性化のための方策についても考察した． 
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１. はじめに 

 
奈良公園における観光地訪問には，年間を通して様々

な形で多くの人が訪れている．そのなかでほとんどの人

は鉄道などの公共交通か，自家用車を使用して目的地に

向かう．この交通手段ごとのアクセスの仕方が，観光地

の訪問形態にも影響を与えていることが予想され，観光

振興においても観光施設の訪問特性の関係性を抑えてお

くことは重要といえよう．  

さて,これまで観光周遊行動や訪問箇所に関する研究

が行われてきたが 1)~2)，徒歩での周遊行動，およびアク

セス交通手段との関連性について分析した研究は少ない

といえる．そこで，本研究では奈良県の奈良公園を研究

対象地とし，平成 19 年度秋の奈良公園周辺の観光実態

調査結果を用いて，奈良公園来訪者の周辺観光施設の訪

問行動の特性について，アクセス交通手段との関連性か

ら分析を行うとともに，分析結果を踏まえて，観光地活

性化のための方策についても考察を加える． 

 

 

２. 研究対象地域とアンケート調査の概要 

 

(1) 研究対象地域の概要 

奈良公園周辺の観光施設と交通概要図を図-1に示す．

奈良公園周辺の県営駐車場は，登大路，大仏前，高畑の

計 3 か所にある．また奈良公園周辺には近鉄奈良駅と

JR 奈良駅があり，近鉄奈良駅から奈良公園までは 1km

弱，JR 奈良駅から奈良公園までは 2km 強となっている． 
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図-1 奈良公園周辺観光施設配置と交通概要図 
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図-3 奈良公園各施設訪問割合 

 

 (2) アンケート調査の概要 

本研究では奈良公園周辺の観光実態調査として行われ

た以下のアンケート調査に基づいて分析を行う．アンケ

ートの概要を以下に示す． 
・ 調査日：平成19年11月24日(土)，12月2日(日) 
・ 調査内容：奈良公園周辺の観光実態調査 
・ 調査対象：奈良公園を訪問した観光客 
・ 調査方法：奈良公園，駐車場，駅出口にてアンケー 

トを手渡しで配布，後日郵送回収 
・ 調査項目：グループ属性，訪問頻度，利用交通 

手段，所要時間，訪問施設等 
・ 回収状況：配布数10,020部，回収数1,412部 

表-1  因子分析 

1 2 3 4
東大寺 0.349 -0.098 0.035 0.207
正倉院 0.180 0.088 0.020 0.655
知足院 0.079 0.020 0.119 0.254
二月堂 0.849 0.058 0.119 0.159
手向山八幡宮 0.440 0.093 0.310 0.040
若草山 0.226 0.017 0.285 0.086
春日大社 0.109 0.032 0.479 0.086
若宮神社 0.068 0.088 0.516 0.047
奈良国立博物館 -0.009 0.129 0.095 0.079
興福寺 0.044 0.332 0.029 0.084
新薬師寺 0.002 0.203 0.137 0.011
元興寺 -0.002 0.506 0.015 -0.020
ならまち界隈 -0.027 0.632 -0.026 -0.042
Kaiser-Meyer-Olkin の

標本妥当性の測度
寄与率（％） 12.515 6.515 3.740 2.888
サンプル数
有意確率

857
0.000

因子

0.654

 
 

(3) アンケート調査の結果 

図-2は奈良公園来訪者が奈良公園訪問の際に使用した

代表交通手段の割合である．これをみると，自家用車の

割合が最も多く，次いで近鉄となっている． 
また，奈良公園周辺にある観光施設および各施設への

来訪者数の割合を図-3に示す．これより，奈良公園，東

大寺，興福寺，春日大社，二月堂，ならまち界隈の順に

来訪者が多いことが分かる． 

 
 

３. 奈良公園内の訪問施設グルーピング 

 

近接する観光施設への訪問特性は同じ傾向を示すこと

が予想されることから，訪問施設を因子分析でグルーピ

ングすることを考える．これらの施設を訪問した場合に

1，訪問しなければ0とする各施設ダミー変数をつくり，

近鉄，JR，自家用車利用者のデータを利用して因子分析

を行った．ただし，施設ダミーのうち奈良公園はどの施

設に行くときも通過するエリアであるので，グルーピン

グを目的とする因子分析の変数には適さないとして除外

して分析した．この分析結果が表-1になる．ここでの因

子分析は主因子法のバリマックス回転後の結果である．

表より因子行列は有意なものとして4個抽出されたが，

抽出後の因子負荷量は26％であり必ずしも高くはないが

以下の分析から大枠の周遊行動は掴めるものと考える．

表-1の因子行列より，0.25以上の係数をもつ施設を，地

図上でグルーピングしたものが図-4になる．これより第

一因子は東大寺，二月堂，手向山八幡宮のグループ（以

降，東大寺G）に，第二因子は，ならまち界隈，元興寺，

興福寺のグループ（以降，ならまち界隈G）に，第三因 



3 
 

道路 鉄道(近鉄・JR)

近鉄
奈良駅

JR
奈
良
駅

P
県営駐車場

P P

P

ならまち界隈

元興寺

興福寺

新薬師寺

東大寺

春日大社

若宮神社

手向山
八幡宮

二月堂

正倉院
知足院

奈良国立
博物館

奈良公園

若草山

 

図-4 奈良公園の観光施設配置と訪問施設グループ 

 

子は春日大社，若宮神社，若草山のグループ（春日大社

Gとし，手向山八幡宮は東大寺Gに既に含まれたのでこ

こでは含まない），第四因子は正倉院・知足院のグルー

プ（以降，正倉院G）に分類することができた．この結

果は，東大寺，ならまち界隈，春日大社という著名な観

光施設とそれらに近接する施設でグルーピングされてお

り，来訪者が同時に訪れている施設グループとしては妥

当なものと考えられる． 
その他の施設をみていく．奈良公園は訪問頻度が高い

が前述したようにどの施設に行くにも通過するエリアで

あるので独立に扱ったほうがよい．奈良国立博物館は因

子分析のグループには入らず，独立性が高い施設である

が，この時期は来訪者数が少ない．新薬師寺は奈良公園

とは少し距離があるので奈良公園内の周遊活動とは別に

位置づけた方が妥当と考えられる．以上の考察から，以

下の分析では因子分析で得られた 4 グループと奈良公園

を対象として行うことにする． 

 
 

４. 交通手段別の奈良公園内周遊特性 

 
(1) 訪問回数別周遊特性 

前章の分析で訪問傾向が同じである施設をグルーピン

グできた．本章では，これらのグループごとの周遊行動

と交通手段選択との関係性について見ていくことにする． 
なおここでいう交通手段とは，奈良公園に最終的にアク

セスした交通手段（近鉄，JR，自動車）を考えることに

する． 
図-5，6，7は，総来訪者数857名に対して，近鉄，JR，

自家用車ごとに各訪問施設Gを何割訪れたかを示してい

る．施設Gの集計では，グループ内のいずれかの施設に

訪れれば全てに訪れなくてもそのグループに訪れたもの

として集計している．訪問する施設は，奈良公園へ年間

何回訪問しているかによって変化することが考えられた

ため，これらの図では，奈良公園への訪問が，年1回未

満である人と，年1，2回である人，年3回以上である人 

74%

67%

42%

17%

74%

86%

73%

54%

25%

88%

81%

48%

44%

19%

79%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

東大寺G

ならまち界隈G

春日大社G

正倉院G

奈良公園

自家用車 JR 近鉄  

図-5 年1回未満来訪者の訪問施設 
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図-6 年1，2回来訪者の訪問施設 
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図-7 年3回以上来訪者の訪問施設 
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図-8 交通手段別訪問回数 

 

で分類した．年 1 回未満の人の図には，同様な傾向を示

したことから，初めて訪れた人のデータも含んでいる．

各交通手段別訪問回数別のデータ数を図-8に示す． 
図-5の奈良公園への訪問が年1回未満の人の訪問施設

をみると，奈良公園，東大寺G はいずれの交通機関も高

い割合で訪問している．ならまち界隈 G は 70％程度と
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近鉄と JR は高い値を示しているが，自動車は 50％と，

これらとは有意水準1％で有意な差を示した． 
年 1，2 回奈良公園を訪問する人の図-6 をみると，奈

良公園は依然として割合が高いが，東大寺 G は JR 以外

の割合が落ちている．ならまち界隈 G と春日大社 G は

図-5 と同様である．年 3 回以上の来訪者の図-7 をみる

と，全体として来訪者の割合が落ちている．交通手段別

にみると，JR が近鉄と同じ傾向になった以外は図-6 と

同様である． 
以上より，東大寺 G は年 1 回未満の訪問頻度である

と訪問する確率が高いが，その他のグループは頻度に関

わらず行く確率が同程度もしくは低くなっていることが

分かる．これは年間の訪問回数が多い人は目的地やテー

マを絞って訪問しているためと推察される． 

 
(2) 交通手段別周遊特性 

全体を通して，近鉄とJRがならまち界隈Gに多く訪問

しているのに対して，自動車は少ない．これは駐車場東

側には東大寺や奈良公園などの有名な施設がある一方で，

西側のならまち界隈などは知名度がまだ低く魅力を感じ

にくいため，東側だけで観光を済ませてしまうのではな

いかと考えられる．これに対して，特にJRは，駅から奈

良公園に向かうにはならまち界隈Gを通る可能性が高い

ので自ずと高くなっている．近鉄はならまち界隈を通ら

なくても東大寺Gや奈良公園に行けるが，JRと同程度に

ならまち界隈に寄っていることが分かる．以上のことか

ら，自動車も駐車場の配置や案内サインの工夫やならま

ち界隈の飲食店のPRなどをすれば，ならまち界隈Gに訪

問する人は増える可能性があると思われる．一方で春日

大社Gはいずれの交通機関でも来訪者が少ないが，これ

についても各鉄道駅や駐車場から最も遠いことが考えら

れ，園内の交通移動性を高めればまだ来訪者数を上げる

可能性はある．ところで対象とする施設で唯一東大寺は

有料であることから，単独でも割合を計算したが，図の

東大寺Gとほとんど同じ傾向を示した．東大寺Gはやは

りまず東大寺を訪問して他の隣接施設を回るという行動

パターンがみてとれる． 
最後に，図-9よりアクセス交通手段の特性でみると，

近鉄，JR，自動車ともに広域から来訪者を集めており，

鉄道は特に関東地域が，自動車は東海，和歌山地域が多

い．近鉄は鉄道網が JR ほど広域ではないことを考える

と，来訪者は近鉄駅のほうが奈良公園・東大寺G に近い

ために，JR から途中で近鉄に乗り換えて奈良公園に入

る人が多いことがうかがえる．これを鑑みると，JR と

近鉄利用をうまく利用・誘導できれば，各訪問施設をよ

り有効に利用してもらうことができることも考えられる． 
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図-9 地域別の最終アクセス交通手段選択状況 

 
５. まとめ 

 

 本研究から得られた知見は以下のとおりである． 

奈良公園来訪者の交通手段別の周遊行動特性について

因子分析により分析を行った．その結果奈良公園内の訪

問施設を代表的な4グループに分類でき，交通手段ごと

に各施設グループへの訪問特性が異なる点について把握

できた．その中で訪問頻度の増加により，訪問地数が減

少する傾向が分かった．また自動車利用者は公共交通に

比べて訪問地数が少なく，東大寺Gを訪問する観光客が

多いが，ならまち界隈Gなどの訪問率は低いことが分か

った．上記の分析より，周辺施設に一足伸ばすことの支

援となる園内の交通移動性向上や案内サインの整備など

の移動支援策が観光振興に結びつくものと考えられる． 

今後の課題としては，観光振興の観点から，どのよう

なネットワークや案内サインの整備が必要であるかや，

周遊箇所数，経済行動，満足度などに及ぼす詳細な影響

内容について検討を行っていく予定である． 
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